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九州大学 アジア・オセアニア研究教育機構   ブラウンバッグセミナー

登録はこちら

司会：横田 文彦 准教授 （Q-AOSコーディネーター）

陸上で最大のバイオマスである森林の管理と保全
は気候変動対策にとって重要な分野です。日本は
国土の７割が森林であり、持続的に森林資源の利
用しながら、期待される森林の多面的な機能を維
持・向上させるような林業が求められています。
林業の担い手は減少し、高齢化が進んでいました
が、近年農山村に移住し、林業をはじめる若者が
注目されています。どのような若者が何を求めて
森林や林業を目指しているのでしょうか？その中
に森林と人との新しい関係性を展望しうる動きは
あるのでしょうか？報告では、林業に参入した若
者を対象としたフィールド調査を紹介しながら、
人と森との新しい関係性や森林業の可能性につい
て考えます。
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若者はなぜ林業に向かうのか？
～森林と人との新たな関係性を求めて～
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福岡県出身、九州大学農学研究科博士後
期課程修了、農学博士（1989）、大分
県きのこ研究指導センター研究員、九州
大学農学部助手、助教授を経て 2007
年より九州大学大学院農学研究院教授。
専門は森林政策学、山村社会学。2011
年、林業経済学会賞を受賞。現在、林業
経済学会会長、NPO 法人九州森林ネッ
トワーク理事長、国土審議会山村振興対
策分科会特別委員、日本学術振興会専門
研究員などを務める。また、「流域特性
を踏まえた林野公共事業の多角的評価と
緑の社会資本整備にむけた制度設計」（科
研基盤 A プロジェクト ) で学際研究を
推進している。著書「地域の未来・自伐
林業で定住化を図る」（2020 年）全国
林業改良普及協会、編著書「ほんとうの
エコシステムってなに？」（2023 年）
農山漁村文化協会など。


